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論文の内容の要旨
　半線型熱方程式に対する初期値聞題の時問大域解の存在及び非存在についての研究は，ユ966年藤田宏氏によっ
て始められた。彼はN次元ユークリッド空聞における時間大域解の存在及び非存在は方程式の非線型性及び次
元Nに依存していることを指摘し，非線形項が未知関数のp乗の場合，pが1＋2N以上の場合は時間大域解は
存在せず，またpがユ十2Nより小さいときは時問大域解が存在することを証明した。その後，一般の多様体に
おける半線型熱方程式の場合大域解の存在及び非存在は非線型項と多様体の形状で決定されると予想された。
　この論文では，多様体としてN次元ユークリッド空聞内の錐領域，非線型項としてl　x　l　suPをとったときp≦
1＋（2＋s）（N＋t）’ユの場合時問大域解は存在せずまたp＞1＋（2＋s）（N＋t）凹ユの場合は時問大域解が存在する
ことを証明した。ここでtは錐領域を定義する単位球面内の領域上のラプラス・ベルトラミ作用素の第1固有値
脈から決まる正の定数で，t（t＋N－2）＝㎜を満たす。
審査の結果の要旨
　方程式の非線型性と多様体の幾何学的性質によって半線型熱方程式の時問大域解の存在非存在が決定されるだ
ろうという美しい予想が，錐領域という特殊な場合ではあるが，この論文によって完全に解決されたことは高く
評価出来る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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